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3）線溶系の元進はD dimer（D2）とfibrin／fibrinogen degradation product（FDP）の上昇、さ
らにD2／FDP比の上昇から二次線溶が主体であった。
4）術直後の線溶元進はTATとPICの上昇より、手術操作による凝固元進に伴うものであり、第3
病E］後の線溶元進は、t－PAの上昇を伴わず二次緑溶が主体と考えられた。
5）マウスの肝切断面のフイブリン様産物は、術後後期（10－14病日）に消失し、血中のD2、FDP
の上昇と一致したことから、術後後期の二次線溶は、創傷治癒に伴う局所線溶元進によること
が示唆された。
以上のように、肝切除術は、食道癌や直腸癌手術に比べて血液凝固学的立場から見て、過凝固線
溶抑制状態にあることを明らかにしたものであり、術後DIC等の合併症を併発しやすい原因の一つ
であることを示唆したものである。よって、術後管理および治療向上に役立っものであり、本論文
は博士（医学）の学位論文に値するものと判断した。
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